
山野の草原に生えるつる性の多年草。茎は細くて長く伸びる。葉は対生し、三角状の卵形から卵状披針形
で、先はとがり、長さ3-6(-8)cmになり、幅1-3cm、基部は浅心形で3-25mmの葉柄があり、中肋上に微毛
があるほかは無毛。花序はよく分枝し、大きくまばらに散開してふつうそのつけ根の葉よりも長い。小花柄
は細く4-10mm。花は小さく径4-5mmで暗紫色、花冠裂片の上面にはやや微毛がある。副花冠は短く直立

し基部は多少張り出す。花期は7-8月。

草刈がされている場所に残っている。
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■ 特記事項

■ 保護上の留意点

■ 種の概要

Vincetoxicum  floribundum  (Miq.) Franch. et Sav.

観賞用等採取 特異な生態 分布の限界

■ 県内分布

神戸市、宝塚市、三田市、猪名川町、三木市、加西市、姫路
市、福崎町、神河町、相生市、宍粟市、たつの市、佐用町、丹
波篠山市、丹波市、洲本市、南あわじ市

■ 国内分布

本州、四国、九州

■ 選定理由

人為性 特殊性 学術性

生育環境破壊 ○ 特殊生育環境 ○ 特殊な分布
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